



























4) 上記 1) と 2) の結果を用いて，保全時に故障コンポーネントのみを交換し，その他の
コンポーネントは最小保守のみを行う方策の下で，単位時間当たりの期待コストを導
出し，最適なコンポーネント数及び最適な取替時間の導出方法を提案している．さら
に，それら最適解の一意性等の性質を調査している． 
 
本論文で考察した線形連続 k-out-of-n:G システムは，一般システムを単純化したシステ
ムとみなすことができ，本論文で得られた結果は，他のシステムヘの最適な設計と最適な
保全方策への利用が期待される．また，本論文で提案された方法は独創的であり，その有
効性も検証されており，信頼性工学分野の研究への貢献は大きく，工学的な価値も高いも 
のと判断される．従って，本論文は博士（工学）の学位を授与するに値すると認められる． 
 
（最終試験又は試験の結果） 
本学の学位規則に従い，最終試験を行った．公開の席上（オンライン）で論文発表を行
い，学内外の教員による質疑応答を行った．また，論文審査委員により本論文及び関連分
野に関する試問を行った．これらの結果を総合的に審査した結果，専門科目についても十
分な学力があるものと認め，合格と判定した． 
